
  

十
月
十
九
日
～
十
一
月
七
日 

 

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
へ
は
八
回

出
か
け
て
お
り
、
一
九
九
九
年
に

内
院
を
訪
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、

ト
ル
ン
・
ラ
北
の
プ
ル
ク
ン
峰
、

フ
ー
ン
・
ヒ
ル
、
テ
ィ
リ
チ
ェ
湖
、

ツ
ロ
ブ
ギ
ン
峠
は
二
度
、
コ
ル
チ

ョ
ン
・
ピ
ー
ク
、
コ
プ
ラ
・
ダ
ン

ダ
を
訪
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
姿
の

山
群
を
撮
っ
て
き
た
。
今
回
は
北

側
に
あ
る
標
高
五
三
二
二
ｍ
の
カ

ン
・
ラ
（
Ｋ
ａ
ｎ
ｇ
・
Ｌ
ａ
）
に

連
泊
し
て
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群

を
北
側
か
ら
撮
る
こ
と
で
計
画
し

た
。 

 

ネ
パ
ー
ル
も
車
道
が
ど
ん
ど
ん

延
長
し
て
造
ら
れ
て
、
カ
ト
マ
ン

ズ
か
ら
二
日
で
チ
ャ
ー
メ
ま
で
車 

で
入
る
。（
マ
ナ
ン
の
少
し
先
ま
で

入
れ
る
そ
う
だ
）
三
日
目
か
ら
ト 

     

レ
ッ
キ
ン
グ
を
開
始
、
テ
ィ
リ
チ

ェ
湖
を
訪
れ
た
八
年
前
の
記
憶
は

あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。
が
、
ロ

ッ
ジ
の
数
が
か
な
り
増
え
た
よ
う

だ
。
ピ
サ
ン
か
ら
北
側
の
斜
面
上

部
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
道
に
入
る

と
、Ⅱ

峰
、Ⅳ

峰
、Ⅲ

峰
、
ガ
ン

ガ
プ
ル
ナ
な
ど
の
展
望
が
開
け
る
。

ナ
ワ
ル
（
三
六
六
〇
ｍ
）
で
連
泊

し
て
順
応
後
、
約
四
三
〇
〇
ｍ
の

カ
ル
カ
で
一
泊
し
て
標
高
差
約
一

〇
〇
〇
ｍ
の
急
登
を
登
る
。
峠
の

手
前
は
ガ
ラ
場
で
三
〇
～
四
〇
度

（
最
後
は
四
五
度
位
）
の
登
り
、

高
度
も
あ
っ
て
少
々
ヨ
レ
ヨ
レ
に

な
り
な
が
ら
峠
に
到
着
す
る
。 

 

峠
を
超
え
て
少
し
下
り
、
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
道
を
離
れ
て
北
西
に
登

り
返
し
て
小
さ
な
ポ
カ
リ
（
湖
）

の
あ
る
場
所
に
テ
ン
ト
を
設
営
す

る（
標
高
約
五
四
五
〇
ｍ
）
。
早
速
、

歩
い
て
十
分
位
の
稜
線
に
上
る
。

目
の
前
に
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
が

ド
ー
ン
と
望
め
る
。
左
か
ら
ラ
ム

ジ
ュ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
、Ⅱ

峰
、Ⅳ

峰
、Ⅲ

峰
、
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
、Ⅰ

峰
、
ロ
ッ
ク
・
ノ
ア
ー
ル
、
テ
ィ

リ
ツ
ォ
・
ヒ
マ
ー
ル
、
遠
く
に
ダ

ウ
ラ
ギ
リⅠ

峰
と
展
望
は
抜
群
だ
。

た
だ
、
此
所
ま
で
く
る
間
に
感
じ

た
こ
と
は
、Ⅱ

峰
は
逆
光
気
味
で

切
れ
落
ち
た
北
壁
に
光
が
当
た
る

の
は
午
前
中
の
僅
か
な
時
間
の
み

で
、
夕
焼
け
も
今
一
だ
っ
た
。
一

方
北
側
は
チ
ュ
ル
ー
・（
Ｅ
、
Ｆ
／

Ｅ
）、
氷
河
を
従
え
た
無
名
峰
の
五

七
〇
〇
ｍ
～
五
九
〇
〇
ｍ
の
山
々

が
望
め
る
。
峠
の
方
に
少
し
戻
っ

て
東
側
を
望
む
と
、
ギ
ャ
ジ
・
カ

ン
、
カ
ン
・
グ
ル
ー
、
マ
ナ
ス
ル
、

ピ
ー
ク
二
九
、
ヒ
マ
ー
ン
・
チ
ュ

リ
ー
、
さ
ら
に
谷
筋
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
道
に
カ
ン
ラ
・
フ
ェ
デ
ー
の

ロ
ッ
ジ
が
望
め
る
。 

 

三
連
泊
し
て
早
朝
五
時
か
ら
朝

焼
け
の
撮
影
を
始
め
、
午
前
中
は

近
く
の
稜
線
を
歩
き
な
が
ら
山
々

を
撮
っ
て
き
た
。
た
だ
、
夕
焼
け

は
基
本
的
に
逆
光
でⅡ

峰
の
み
を

撮
る
が
、
今
一
だ
っ
た
。
マ
ナ
ス

ル
山
群
は
夕
焼
け
だ
が
、
雲
が
取

れ
ず
に
さ
ら
に
少
し
遠
く
て
う
ま

く
撮
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
標
高

が
五
四
〇
〇
ｍ
を
超
え
て
い
る
の

で
流
石
に
朝
は
寒
く
て
、
テ
ン
ト

内
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
が
凍
っ

て
い
た
。（
―
一
〇
℃
だ
っ
た
） 

 

写
真
も
ほ
ぼ
撮
り
終
え
て
四
日

目
に
下
山
す
る
。
峠
ま
で
戻
り
、

ザ
レ
た
ガ
ラ
場
の
急
坂
を
慎
重
に

下
る
。
雪
が
残
っ
て
い
る
と
ス
リ

ッ
プ
・
滑
落
し
そ
う
な
場
所
だ
。

ど
ん
ど
ん
下
る
。
膝
が
笑
い
出
す
。

往
路
で
泊
ま
っ
た
カ
ル
カ
の
水
場

は
凍
っ
て
い
た
。
や
っ
と
ナ
ウ
ル

に
帰
り
着
き
ほ
っ
と
す
る
。
予
定

よ
り
一
日
早
く
降
り
た
の
で
次
の

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群 

カ
ン
・
ラ(

五
三
二
二
ｍ) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岩
Ｓ 



撮
影
地
マ
ナ
ス
ル
の
ビ
ム
タ
ン
ま

で
の
ん
び
り
と
歩
く
。
翌
日
か
ら

の
三
日
間
は
私
も
含
め
て
ガ
イ
ド
、

ポ
ー
タ
ー
共
に
足
の
筋
肉
痛
で
下

り
は
顔
を
し
か
め
な
が
ら
歩
い
た
。 

                   

                        

                        

                        

← 

Kang・La（峠にて)     

 

         → 

AnnapurnaⅢ峰(7555m)

（Kang・La にて） 

← 

Kang・La 南側 

（Annapurna 山群） 



     

一
一
月
〇
八
日
～
一
三
日 

 

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
カ
ン
・
ラ
か

ら
戻
り
、
ダ
ラ
パ
ニ
か
ら
マ
ナ
ス

ル
山
群
に
入
り
二
日
で
ビ
ム
タ
ン

に
到
着
す
る
。
マ
ナ
ス
ル
山
群
は

三
度
訪
れ
て
い
て
、
二
〇
〇
一
年

に
バ
ー
ラ
ポ
ア
リ
、
二
〇
〇
五
年

に
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
マ
ー
ル
を
望

ん
だ
後
に
ラ
ル
キ
ャ
・
ラ
を
越
え

て
一
周
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
六

年
春
に
は
チ
ュ
ー
リ
ン
・
コ
ー
ラ

を
遡
り
バ
ウ
ダ
ー
・
ピ
ー
ク
と
ヒ

マ
ー
ル
・
チ
ュ
リ
ー
眺
め
、
さ
ら

に
プ
ン
ギ
ェ
ン
氷
河
か
ら
の
マ
ナ

ス
ル
と
ピ
ー
ク
二
九
を
撮
る
予
定

で
通
常
コ
ー
ス
意
外
に
少
し
脇
道

に
入
っ
て
歩
い
て
き
た
。
が
、
あ

い
に
く
の
悪
天
候
で
プ
ン
ギ
ェ
ン 

氷
河
で
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
れ
な 

     

か
っ
た
。 

 

今
回
は
マ
ナ
ス
ル
山
群
の
西
側

に
あ
る
ビ
ム
タ
ン
で
は
、
一
一
年

前
に
訪
れ
た
時
の
撮
り
残
し
を
し

た
く
て
計
画
す
る
。
ビ
ム
タ
ン
で

共
に
写
真
を
撮
り
に
来
た
Ｗ
氏
と

合
流
す
る
。
彼
は
マ
ナ
ス
ル
を
一

周
し
、
昨
日
到
着
し
た
と
の
こ
と
。

再
会
を
喜
び
合
う
。
Ｗ
氏
と
共
に

到
着
し
た
初
日
は
北
側
の
モ
レ
ー

ン
に
上
が
り
チ
ェ
オ
・
ヒ
マ
ー
ル
、

パ
ン
バ
リ
ー
・
ヒ
マ
ー
ル
、
マ
ナ

ス
ル
な
ど
の
夕
焼
け
を
撮
る
。
二

日
目
の
朝
は
同
じ
場
所
で
テ
リ
ジ

ェ
、
ギ
ャ
ジ
カ
ン
、
チ
ェ
オ
・
ヒ

マ
ー
ル
の
朝
焼
け
と
氷
河
に
陽
が

差
し
込
む
ま
で
粘
っ
て
撮
る
。
二

日
目
の
午
後
か
ら
撮
影
ポ
イ
ン
ト

を
探
し
て
モ
レ
ー
ン
を
ウ
ロ
ウ
ロ

し
て
、
朝
焼
け
と
夕
焼
け
の
ポ
イ

ン
ト
を
探
し
て
歩
く
。
こ
の
ポ
イ

ン
ト
で
二
日
目
の
夕
焼
け
、
三
日

目
の
朝
焼
け
を
撮
る
。
こ
の
日
に

Ｗ
氏
は
一
足
早
く
下
山
し
て
い
っ

た
。
三
日
目
の
夕
焼
け
は
ポ
カ
リ

（
池
）
に
マ
ナ
ス
ル
と
北
峰
が
映

る
写
真
を
撮
る
。 

 

四
日
目
、
思
い
残
す
こ
と
な
く

撮
れ
た
の
で
下
山
を
始
め
る
。
用

意
し
た
フ
イ
ル
ム
も
使
い
果
た
し

て
充
実
し
た
気
持
ち
で
カ
ト
マ
ン

ズ
へ
向
か
う
。 

           

                        

マ
ナ
ス
ル
山
群
・
ビ
ム
タ
ン(

三
五
九
〇
ｍ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

岩
Ｓ 

 



                        

                        

                        

                        

前半のカン・ラの日程 

南与野 19:47－赤羽 20:05、20:10－浜松町 20:39、20:45－羽田空港国際線ビル

21:04、0:20－（TG661）－（機）－BKK 4:50、 

10:15－（TG319）－KTM 12:25、（H）Drive to Besishaar（H）Drive to Chame（L）

Trek to Low Pisang（L） Trek to 

Nawal（L2）Trek to Ngawal Kharka（T）Trek to Khangla Bhanjyang Pass（T3）

Trek to Gyaru（L）Trek to Dhikur Pokhari（L） 

Trek to Thanchwk（L）Trek to Dharapani（L）Manaslu へ 

  

後半のビムタンの日程 

Annapurna から Dharapani（L）Trek to Yak Kharka（L）Trek to Bimtang（L3）

Trek to Gho（L）Trek to 

Dharapani（L）Drive to Besishar（L）Drive to KTM（H3）13:55－（TG320）－

BKK18:30、23:15－（TG682）－（機）－羽田 6:55、 

－浜松町－赤羽－南与野 

← 

Manasulu North(7157m) 

      → 

Manasulu(8163m) 


